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八
九

宮
内
庁
書
陵
部
蔵
『
六
韜
諺
解
』
に
つ
い
て

─
─
慶
應
義
塾
図
書
館
蔵
『
六
韜
私
抄
』
と
の
関
わ
り
か
ら
─
─

山　

田　

尚　

子

は
じ
め
に

　

宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
の
『
六
韜
諺
解
』
は
、『
和
漢
図
書
分
類
目
録
』
に
お
い
て
、
林
信
勝
（
羅
山
）
の
撰
述
と
さ
れ
る
。
た
だ

し
、
そ
の
注
釈
の
本
文
は
、
同
じ
く
羅
山
の
撰
述
と
さ
れ
る
内
閣
文
庫
所
蔵
の
『
六
韜
諺
解
』
の
そ
れ
と
は
大
き
く
異
な
る
。
柳
田

征
司
氏
は
、「
抄
物
目
録
稿
」
の
「
六
韜
」
の
項
で
、
こ
の
書
陵
部
本
『
六
韜
諺
解
』
に
言
及
し
、「
抄
者
未
詳
六
韜
諺
解
」
と
判
定

し
て
い
（
（
（
る
。
本
稿
で
は
、
書
陵
部
本
『
六
韜
諺
解
』
が
慶
應
義
塾
図
書
館
蔵
『
六
韜
私
抄
』
と
極
め
て
密
接
な
関
係
を
持
つ
こ
と
か

ら
、
本
書
が
清
原
宣
賢
の
講
述
を
筆
記
し
た
抄
物
（
聞
書
）
の
一
伝
本
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
い
。



九
〇

一
、
二
つ
の
『
六
韜
諺
解
（
（
（

』

　
『
六
韜
』
は
中
国
の
代
表
的
な
兵
書
で
、「
武
経
七
書
」
の
一
と
し
て
知
ら
れ
る
。
文
韜
・
武
韜
・
龍
韜
・
虎
韜
・
豹
韜
・
犬
韜
の

六
巻
か
ら
成
り
、
全
篇
が
周
の
文
王
お
よ
び
武
王
と
太
公
望
呂
尚
と
の
問
答
形
式
で
記
述
さ
れ
る
（
撰
者
不
明
、
太
公
望
に
仮
託
さ

れ
る
）。
兵
書
と
い
い
な
が
ら
、
そ
の
内
容
は
国
政
や
君
臣
関
係
な
ど
に
及
び
（
文
韜
・
武
韜
に
特
に
そ
の
傾
向
が
著
し
い
）、
そ
の

本
文
が
『
群
書
治
要
』
に
引
か
れ
る
こ
と
が
端
的
に
示
唆
す
る
よ
う
に
、
治
政
に
お
い
て
君
主
が
持
つ
べ
き
心
得
を
提
示
し
よ
う
と

す
る
姿
勢
に
お
い
て
経
書
と
共
通
す
る
側
面
を
持
つ
。

　

中
国
で
は
、
宋
代
に
な
っ
て
、
神
宗
の
元
豊
年
間
（
一
〇
七
八
～
一
〇
八
五
）
に
『
孫
子
』『
呉
子
』『
司
馬
法
』『
尉
繚
子
』『
李

衛
公
問
対
（
唐
太
宗
李
衛
公
問
対
）』『
三
略
（
黄
石
公
三
略
）』『
六
韜
』
が
武
学
の
た
め
の
「
七
書
」
と
し
て
校
定
さ
れ
、
広
く
学

ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
（
（
（
た
。
南
宋
に
な
っ
て
施
子
美
に
よ
る
「
七
書
」
の
注
釈
書
『
七
書
講
義
（
施
氏
七
書
講
義
）』
が
成
立
し
、
や

が
て
日
本
に
も
そ
れ
が
将
来
さ
れ
、
そ
の
本
文
お
よ
び
解
釈
が
広
く
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
（
（
（
た
。
さ
ら
に
そ
の
後
、
明
代
に
は
新

た
な
注
釈
書
と
し
て
『
七
書
直
解
』
が
劉
寅
に
よ
っ
て
撰
述
さ
れ
、
こ
ち
ら
も
日
本
に
将
来
さ
れ
た
。
清
原
宣
賢
（
一
四
七
五
～

一
五
五
〇
）
は
、『
三
略
』
お
よ
び
『
六
韜
』
の
解
釈
に
あ
た
っ
て
、『
講
義
』
と
『
直
解
』
の
両
書
を
用
い
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ

る
。

　

寛
永
三
年
（
一
六
二
六
）
五
月
、
林
羅
山
（
一
五
八
三
～
一
六
五
七
）
は
、
将
軍
徳
川
家
光
（
一
六
〇
四
～
一
六
五
一
）
の
命
に

よ
り
『
孫
子
諺
解
』
を
撰
述
し
た
。
次
い
で
羅
山
は
そ
の
六
月
に
同
じ
く
家
光
の
命
に
よ
り
『
三
略
諺
解
』
を
撰
述
し
、
さ
ら
に
慶

安
二
年
（
一
六
四
九
）
に
は
稲
葉
正
則
（
一
六
〇
三
～
一
六
七
六
）
に
懇
望
さ
れ
て
「
七
書
」
の
残
り
の
『
呉
子
』『
司
馬
法
』『
尉

繚
子
』『
六
韜
』『
李
衛
公
問
対
』
の
諺
解
を
作
っ
て
い
（
（
（
る
。
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内
閣
文
庫
に
は
、「
六
韜
諺
解
」
と
の
内
題
が
あ
り
、
巻
首
に
「
林
氏
／
藏
書
」「
江
雲
渭
樹
」
の
蔵
書
印
を
持
つ
林
家
旧
蔵
の

『
六
韜
諺
解
』
六
巻
三
冊
（
一
八
九
・
三
〇
八
（
（
（

）
が
所
蔵
さ
れ
る
。
同
書
自
体
は
、
撰
者
を
羅
山
と
す
る
明
確
な
徴
証
を
持
た
な
い

も
の
の
、
寛
永
三
年
五
月
の
羅
山
の
跋
を
持
つ
内
閣
文
庫
蔵
『
孫
子
諺
解
』（
一
九
一
・
二
八
一
）
お
よ
び
同
じ
く
寛
永
三
年
六
月

の
羅
山
の
跋
を
持
つ
『
三
略
諺
解
』（
一
八
九
・
三
一
九
）
と
同
様
の
形
式
を
持
ち
、
羅
山
撰
述
の
『
六
韜
諺
解
』
そ
の
も
の
だ
と

推
定
さ
れ
（
（
（
る
。

　

一
方
、
宮
内
庁
書
陵
部
に
は
内
閣
文
庫
本
と
は
本
文
お
よ
び
全
体
の
性
格
を
全
く
異
に
す
る
『
六
韜
諺
解
』
が
所
蔵
さ
れ
る
。
書

陵
部
の
『
和
漢
図
書
分
類
目
録
』
は
、
本
書
を
林
信
勝
（
羅
山
）
の
撰
述
と
著
録
す
る
が
、
後
述
の
よ
う
に
本
書
は
羅
山
の
著
作
で

は
な
く
、
同
目
録
の
撰
者
に
つ
い
て
の
著
録
は
、
恐
ら
く
後
補
表
紙
の
外
題
に
「
六
韜
諺
解
」
と
あ
る
の
に
ひ
か
れ
た
た
め
の
誤
り

で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
以
下
、
書
陵
部
本
『
六
韜
諺
解
』
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
た
い
。

二
、
書
陵
部
本
『
六
韜
諺
解
』
の
概
要

　

宮
内
庁
書
陵
部
蔵
『
六
韜
諺
解
』
六
巻
二
冊
（
四
〇
三
・
一
二
三
（
（
（

）（
後
掲
図
版
１
・
２
参
照
）
は
、
上
冊
に
文
韜
・
武
韜
・
龍

韜
の
三
巻
を
、
下
冊
に
虎
韜
・
豹
韜
・
犬
韜
の
三
巻
を
収
め
、
後
補
茶
色
表
紙
の
右
肩
に
題
簽
を
貼
付
し
、
そ
こ
に
「
六
韜
諺
解
」

と
の
外
題
を
墨
書
す
る
。
各
巻
首
題
（
内
題
）
の
書
名
は
「
六
韜
」
と
す
る
。
各
冊
首
に
は
「
祕
閣
／
圖
書
／
之
章
」
の
方
形
陽
刻

朱
印
が
捺
さ
れ
、
紅
葉
山
文
庫
旧
蔵
本
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
（
（
（
る
。

　

本
文
以
下
、
紙
面
を
上
下
二
層
に
分
か
ち
、
下
層
に
『
六
韜
』
の
本
文
を
掲
げ
、
上
層
に
仮
名
書
き
（
漢
字
片
仮
名
混
じ
り
）
の
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注
を
掲
げ
る
。
概
し
て
下
層
の
本
文
に
対
し
て
上
層
の
仮
名
注
の
記
述
量
が
多
く
、
下
層
よ
り
上
層
の
方
に
大
き
な
ス
ペ
ー
ス
を
裂

い
て
い
る
の
が
本
書
の
特
色
の
一
つ
と
い
え
る
。
し
か
も
、
そ
れ
で
も
な
お
注
の
分
量
が
多
く
上
層
に
収
ま
り
切
ら
な
い
場
合
が
し

ば
し
ば
あ
り
、
そ
の
場
合
に
は
注
の
記
述
が
上
層
か
ら
そ
の
ま
ま
続
け
て
下
層
の
本
文
の
行
間
に
ま
で
及
ん
で
い
る
。
ま
た
、
下
層

の
本
文
に
朱
筆
に
て
句
点
、
竪
点
（
人
名
、
書
名
に
付
す
）
を
付
し
、
墨
筆
に
て
返
点
、
送
仮
名
、
連
符
を
付
す
ほ
か
、
注
で
取
り

上
げ
ら
れ
る
箇
所
に
は
し
ば
し
ば
合
点
が
付
さ
れ
る
（
た
だ
し
下
層
の
本
文
に
墨
筆
に
よ
る
返
点
や
送
仮
名
等
を
付
す
の
は
上
冊
の

み
）。
上
層
の
仮
名
注
は
逐
語
的
で
、
本
文
の
該
当
箇
所
の
冒
頭
お
お
よ
そ
二
～
四
文
字
を
掲
出
し
た
上
で
、
竪
線
を
挟
ん
で
そ
の

箇
所
の
注
文
（
朱
筆
に
て
句
点
、
竪
点
、
墨
筆
に
て
返
点
、
音
訓
送
仮
名
、
連
符
を
付
す
）
を
記
す
。
ま
た
、
下
層
の
う
ち
、
各
巻

お
よ
び
各
章
の
題
に
は
朱
筆
で
標
鉤
（
三
角
形
の
印
）
が
付
さ
れ
、
そ
の
上
層
で
そ
れ
ぞ
れ
の
題
に
つ
い
て
の
注
文
を
記
す
。
上
層

に
お
け
る
そ
れ
ぞ
れ
の
注
文
を
、（
下
層
の
）
該
当
す
る
『
六
韜
』
本
文
の
で
き
る
だ
け
近
く
に
置
こ
う
と
す
る
た
め
に
、
注
の
記

述
が
密
集
し
て
上
層
か
ら
下
層
の
行
間
に
溢
れ
か
え
っ
て
い
る
状
態
の
張
も
あ
れ
ば
、
張
に
よ
っ
て
は
注
が
少
な
く
数
行
し
か
記
さ

れ
て
い
な
い
場
合
も
あ
る
。
上
層
下
層
を
問
わ
ず
、
書
写
は
す
べ
て
一
筆
で
な
さ
れ
た
も
の
と
判
断
さ
れ
る
。

　

以
下
に
巻
一
「
文
韜
」
の
中
で
、
逐
語
的
な
仮
名
注
の
特
徴
が
比
較
的
確
認
し
や
す
い
と
考
え
ら
れ
る
箇
所
に
つ
い
て
、『
六
韜
』

の
本
文
（
付
さ
れ
た
訓
点
に
従
っ
て
訓
読
す
る
）
と
該
当
す
る
注
を
掲
げ
（
（（
（
る
。

（
本
文
）
文
王
乃
斎
三
日
乗
田
車
、
駕
田
馬
、
田
於
渭
陽
。
卒
見
太
公
坐
茅
以
漁
（
文
韜
・
文
師
）

（
訓
読
文
）
文
王
乃
ち
斎
み
す
る
こ
と
三
日
に
し
て
田
車
に
乗
し
、
田
馬
に
駕
し
て
、
渭
陽
に
田
す
。
卒
に
太
公
が
茅
に
坐
し

て
以
て
漁
る
を
見
る

（
仮
名
注
）
〽
文
王
乃
チ

斎
ミ

ー
礼
記
ノ
祭
統
ニ

斎
ミ

ハ
十
日
ス
ル
ソ
、
散サ
ン

斎セ
イ

ト
云
テ
マ
ツ
、
ア
ラ
〳
〵
七
日
ス
ル
ソ
、
其
ノ

致チ

斎
ト
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テ
、
三
日
キ
ヒ
シ
ウ
ス
ル
ソ
、
コ
ヽ
ノ
三
日
ト
云
ハ
、
致チ

斎
ノ
㕝
テ
ア
ラ
ウ
ソ
、
乗
二

田
車
ニ一

田
馬
ノ
作
ソ
、
様ヤ
ウ

ハ

周シ
ウ

被ヒ
ニ

タ
イ
タ
ソ　

〽
卒
見
ー
如
レ

案ア
ン
ノ

茅チ
カ
ヤ
ニ

太
公
カ
坐ザ

シ
テ
居イ

タ
ソ
、
茅バ
ウ

ハ
清セ
イ

潔ケ
ツ

ナ
カ
タ
ソ
、
宗
廟ベ
ウ

ヲ
祭マ
ツ

ル
時
モ
、

茅バ
ウ
ニ

酒
ヲ
ソ
ヽ
ク
コ
ト
カ
ア
ル
ソ

　

掲
出
し
た
仮
名
注
の
記
述
か
ら
は
、
そ
れ
が
、
文
末
が
「
ソ
（
ゾ
）」
で
終
わ
る
、
い
わ
ゆ
る
ゾ
式
の
抄
物
（
聞
書
）
で
あ
る
こ

と
が
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
本
書
に
は
書
写
に
関
す
る
識
語
の
類
は
な
く
、
書
写
年
代
は
そ
の
状
態
か
ら
推
測
す
る
以
外
に
な
い
。
書

陵
部
の
『
和
漢
図
書
分
類
目
録
』
は
、「
江
戸
写
」
と
す
る
が
、
近
世
初
期
か
、
あ
る
い
は
も
う
少
し
上
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
思
わ
れ
（
（（
（
る
。

三
、
慶
應
義
塾
図
書
館
本
『
六
韜
私
抄
』
と
清
原
家

　

さ
て
、
書
陵
部
本
『
六
韜
諺
解
』
の
仮
名
抄
の
正
体
（
誰
の
、
ど
の
よ
う
な
抄
物
か
）
は
、
慶
應
義
塾
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
る

『
六
韜
私
抄
』
六
巻
（
存
巻
三
至
六
）
合
一
冊
（
一
三
二
Ｘ
／
一
五
五
／
一
（
（（
（

）（
後
掲
図
版
3
・
4
参
照
）
に
よ
っ
て
判
明
す
る
。
書

陵
部
本
『
六
韜
諺
解
』
の
仮
名
抄
と
慶
應
義
塾
図
書
館
蔵
『
六
韜
私
抄
』
と
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
細
か
な
部
分
で
は
（
特
に
漢
文

の
引
用
の
仕
方
に
お
い
て
）
異
な
っ
て
い
る
も
の
の
、
そ
の
大
部
分
が
一
致
す
る
の
で
あ
る
。

　

慶
應
義
塾
図
書
館
本
『
六
韜
私
抄
』
は
、
清
原
宣
賢
の
学
説
を
伝
え
る
抄
物
で
あ
（
（（
（
る
。
宣
賢
の
も
と
で
漢
籍
を
学
び
、
門
弟
随
一

と
謳
わ
れ
た
林
宗
二
（
一
四
九
八
～
一
五
八
一
）
の
自
筆
本
で
、
も
と
は
六
巻
三
冊
（
第
一
冊
は
巻
一
～
二
、
第
二
冊
は
巻
三
、
第

三
冊
は
巻
四
～
六
）
だ
と
推
定
さ
れ
る
が
、
現
在
は
そ
の
う
ち
の
第
一
冊
が
失
わ
れ
、
残
巻
を
合
綴
す
る
。
巻
三
尾
（
本
来
の
第
二
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冊
の
末
尾
）
お
よ
び
巻
六
尾
に
、
内
容
的
に
共
通
す
る
、
本
文
と
は
別
筆
の
二
種
の
識
語
（
互
い
に
別
筆
）
が
存
す
る
。
こ
こ
で

は
、
巻
六
尾
の
識
語
を
掲
げ
る
（
以
下
の
（
Ａ
）（
Ｂ
）
は
、
注
12
の
書
誌
事
項
に
示
し
た
識
語
の
う
ち
の
②
と
①
に
そ
れ
ぞ
れ
該

当
す
る
。
時
系
列
に
従
っ
て
順
序
を
入
れ
替
え
た
上
で
、
字
体
を
通
行
の
も
の
に
置
き
換
え
、
句
読
点
を
付
す
）。

　
　
（
Ａ
）
右
抄
者
南
都
塩
瀬
宗
二
相
伝
之
。
環
翠
軒
之
抄
云
々

　
　
　
　
（
右
の
抄
は
南
都
の
塩
瀬
宗
二 

之
れ
を
相
伝
す
。
環
翠
軒
の
抄
な
り
と
云
々
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

永
禄
九
年
十
一
月
廿
五
日

　
　
　
　
　
　

 　
　
　
　
　
　
　
　
　

従
四
位
下
行
河
内
守
橘
正
虎
（
朱
印
「
正
／
虎
」）

　
　
（
Ｂ
）�

吾
祖
環
翠
翁
依
為
弟
子
随
一
、
塩
瀬
入
道
宗
二
令
写
家
伝
秘
抄
了
。
正
虎
於
予
此
書
外
誦
読
年
既
久
。
因
茲
為
後
証
加

判
形
者
也
。
勿
令
他
見
而
已

　
　
　
　

�（
吾
が
祖
環
翠
翁
、
弟
子
の
随
一
た
る
に
依
り
、
塩
瀬
入
道
宗
二
を
し
て
家
伝
の
秘
抄
を
写
さ
し
め
了
ん
ぬ
。
正
虎
、
予
に
於
て
此
の
書
の
外

に
誦
読
す
る
こ
と
年
既
に
久
し
。
因
り
て
茲
に
後
証
の
為
に
判
形
を
加
ふ
る
者
な
り
。
他
見
せ
し
む
る
こ
と
勿
か
ら
ん
の
み
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

永
禄
十
又
二
己
巳
孟
夏
初
八

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宮
内
卿
清
原
朝
臣
（
花
押
）（
朱
印
「
枝
／
賢
」）

　
（
Ａ
）
は
、
足
利
義
輝
、
松
永
久
秀
、
織
田
信
長
、
豊
臣
秀
吉
に
仕
え
、
織
田
家
、
豊
臣
家
の
右
筆
を
務
め
た
楠
正
虎
（
一
五
二
〇

～
一
五
九
六
）
の
感
得
識
語
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
正
虎
は
永
禄
九
年
（
一
五
六
六
）
十
一
月
二
十
五
日
に
本
書
を
清
原
枝
賢

（
宣
賢
の
孫
・
一
五
二
〇
～
一
五
九
〇
）
か
ら
譲
与
さ
れ
た
と
い
う
。（
Ｂ
）
は
枝
賢
の
伝
授
識
語
（
加
証
識
語
）
で
あ
る
。
枝
賢

は
、
正
虎
に
本
書
を
与
え
た
三
年
後
の
永
禄
十
二
年
四
月
八
日
、
そ
れ
ま
で
の
長
き
に
わ
た
る
正
虎
の
勉
学
を
証
す
べ
く
本
書
に
識
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語
を
加
え
た
と
い
う
。
す
な
わ
ち
正
虎
と
枝
賢
は
（
同
い
年
な
が
ら
）
師
弟
関
係
に
あ
り
、
正
虎
は
枝
賢
に
就
い
て
清
原
家
の
学
問

を
学
ん
で
い
た
の
で
あ
る
。
本
稿
に
お
い
て
重
要
な
の
は
、
正
虎
の
識
語
に
「
環
翠
軒
の
抄
な
り
」（
宣
賢
は
号
を
「
環
翠
軒
」
と

い
う
）
と
い
い
、
枝
賢
の
識
語
に
「
塩
瀬
入
道
宗
二
（
林
宗
二
）
を
し
て
家
伝
の
秘
抄
を
写
さ
し
む
」
と
い
う
点
で
あ
る
。
こ
う
し

た
記
述
か
ら
、
本
仮
名
抄
が
清
原
宣
賢
の
学
説
を
伝
え
る
抄
物
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

　

清
原
家
は
明
経
道
の
博
士
家
と
し
て
、
平
安
期
以
来
、
兵
書
の
学
問
を
担
っ
た
。
兵
書
の
う
ち
、
日
本
に
お
い
て
古
く
か
ら
最
も

よ
く
読
ま
れ
た
（
＝
学
ば
れ
た
）
の
は
『
三
略
（
黄
石
公
三
略
）』
で
あ
る
。
室
町
期
に
は
清
原
家
の
学
説
を
反
映
す
る
『
三
略
』

の
鈔
本
お
よ
び
そ
の
抄
物
が
数
多
く
作
ら
れ
（
（（
（
た
。『
三
略
』
の
盛
行
に
伴
い
、
そ
れ
と
相
通
ず
る
内
容
を
持
つ
『
六
韜
』
も
ま
た
、

「
三
略
六
韜
」
と
並
び
称
さ
れ
て
学
問
の
対
象
と
な
っ
た
の
だ
ろ
う
。
室
町
期
に
お
け
る
『
三
略
』『
六
韜
』
の
学
問
の
背
景
に
は
、

中
世
に
お
け
る
武
士
の
台
頭
と
、
そ
う
し
た
武
士
層
に
積
極
的
に
教
授
（
学
問
の
伝
授
）
を
行
な
っ
た
清
原
家
の
姿
勢
が
あ
っ
た
も

の
と
推
測
さ
れ
る
。

　

清
原
家
伝
来
の
『
六
韜
』
の
抄
物
と
し
て
知
ら
れ
る
も
の
に
、
京
都
大
学
附
属
図
書
館
清
家
文
庫
に
所
蔵
さ
れ
る
『
六
韜
秘
抄
』

六
巻
二
冊
（
八‒

二
一
／
リ
／
二
貴
（
（（
（

）
が
あ
る
。
本
抄
の
本
文
は
、
寛
永
元
年
（
一
六
二
四
）
に
刊
行
さ
れ
て
現
存
す
る
古
活
字
版

『
六
韜
秘
抄（（（
（

』
に
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
継
承
さ
れ
て
お
り
、『
六
韜
』
の
抄
物
の
う
ち
の
代
表
的
な
伝
本
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
宣
賢

の
自
筆
本
で
、
首
題
下
に
「
環
翠
軒
宗
尤
私
抄
之
」
の
識
語
を
有
す
る
ほ
か
、
上
冊
末
の
尾
題
「
六
韜
巻
第
三
」
の
後
に
も
「
清
侍

從
三
位
清
原
宣
賢
私
抄
之
／
号
環
翠
軒
宗
尤
（
花
押
）」
と
の
識
語
が
あ
る
。『
六
韜
』
の
本
文
を
掲
出
し
、
改
行
の
後
、
一
格
を
低

し
小
字
で
仮
名
抄
を
記
す
。『
六
韜
』
の
本
文
に
は
ヲ
コ
ト
点
を
用
い
て
訓
説
を
示
す
ほ
か
、
校
注
や
補
注
が
多
く
書
き
入
れ
ら
れ

て
い
る
。
抄
物
は
、
一
般
に
教
授
者
自
ら
が
講
述
の
た
め
に
作
成
す
る
手
控
え
と
、
受
講
者
が
教
授
者
の
講
述
を
聞
い
て
作
成
す
る
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聞
書
と
の
二
種
類
に
分
類
さ
れ
る
。
清
家
文
庫
本
『
六
韜
秘
抄
』
に
見
え
る
如
上
の
特
徴
か
ら
す
れ
ば
、
本
書
は
宣
賢
自
身
が
作
成

し
た
、
講
述
の
た
め
の
手
控
え
だ
と
考
ら
れ
よ
う
（
た
だ
し
、
内
容
的
な
検
討
を
要
す
る
）。

　

一
方
、
慶
應
義
塾
図
書
館
本
『
六
韜
私
抄
』
は
、
宣
賢
の
講
述
を
受
講
し
た
際
の
聞
書
だ
と
考
え
ら
れ
る
。『
六
韜
』
の
本
文
は

掲
載
せ
ず
、
各
巻
首
と
各
章
首
で
改
行
、
低
格
し
て
朱
筆
の
標
鉤
を
付
す
ほ
か
は
、
全
体
と
し
て
概
ね
改
行
も
字
下
げ
も
な
く
、

『
六
韜
』
本
文
の
該
当
箇
所
の
冒
頭
二
字
を
掲
げ
、
竪
線
を
挟
ん
で
そ
の
箇
所
の
注
を
記
述
し
て
い
く
形
式
を
取
る
。
掲
出
の
二
字

に
は
朱
筆
で
合
点
が
付
さ
れ
る
ほ
か
、
竪
点
、
句
点
が
朱
筆
で
付
さ
れ
る
。
重
要
な
の
は
、
本
抄
の
本
文
お
よ
び
内
容
と
清
家
文
庫

本
『
六
韜
秘
抄
』
の
仮
名
抄
の
そ
れ
と
の
間
に
は
か
な
り
の
懸
隔
が
あ
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
こ
う
し
た
懸
隔
を
、
手
控
え
と
聞
書

と
の
違
い
と
い
う
側
面
か
ら
の
み
説
明
し
得
る
か
否
か
、
改
め
て
検
討
を
要
す
る
が
、
本
稿
で
は
こ
の
点
に
つ
い
て
立
ち
入
ら
な

い
。
こ
こ
で
何
よ
り
確
認
し
て
お
き
た
い
の
は
、
そ
う
し
た
懸
隔
の
一
方
で
、
書
陵
部
本
『
六
韜
諺
解
』
の
仮
名
抄
と
慶
應
義
塾
図

書
館
本
『
六
韜
私
抄
』
と
の
間
は
極
め
て
近
く
、
両
者
が
そ
の
本
文
の
多
く
を
同
じ
く
す
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
従
っ
て
、
書
陵
部

本
『
六
韜
諺
解
』
の
仮
名
抄
の
正
体
は
、
清
原
宣
賢
の
学
説
を
記
し
た
『
六
韜
』
の
抄
物
、
そ
れ
も
宣
賢
に
よ
る
講
述
の
聞
書
だ
と

特
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
現
在
の
と
こ
ろ
、
書
陵
部
本
『
六
韜
諺
解
』
の
仮
名
抄
と
慶
應
義
塾
図
書
館
本
『
六
韜
私
抄
』
を
除
け

ば
、
ほ
か
に
こ
の
聞
書
の
存
在
を
聞
か
な
い
。

　

以
下
、
書
陵
部
本
『
六
韜
諺
解
』
の
仮
名
抄
と
慶
應
義
塾
図
書
館
本
『
六
韜
私
抄
』
と
の
近
似
性
を
確
認
し
た
上
で
、
両
者
の
関

係
に
つ
い
て
今
少
し
検
討
を
加
え
た
い
。
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四
、
慶
應
義
塾
図
書
館
本
『
六
韜
私
抄
』
と
の
関
係

　

以
下
に
掲
げ
る
の
は
、
巻
四
虎
韜
の
冒
頭
、「
虎
韜
」
の
語
と
章
題
「
軍
用
」
の
語
に
つ
い
て
の
、
書
陵
部
本
『
六
韜
諺
解
』
の

仮
名
抄
と
慶
應
義
塾
図
書
館
本
『
六
韜
私
抄
』
の
各
注
の
本
文
で
あ
る
。

 【
書
陵
部
本
『
六
韜
諺
解
』
仮
名
抄
】

△�

虎
韜　

・
虎
ハ
山
野
ヲ
為
シ
テ

レ

家
ト

、
山
ニ

雄
ナ
モ
ノ
ソ
、
虎
ハ
得エ
テ

二

風
力
ヲ一

長
ル二

其
ノ

威イ

猛マ
ウ

如
ク
ニ
、
王
ハ
忠
臣
ヲ
得
テ
道
ヲ
成
ジ
ヤ
ウ
ジ
ユ就

シ
テ
イ
ク
モ
ノ
ソ
、　

・
軍
用
三
軍
ノ
器
用
共モ

ヲ
云
タ
ソ
、
軍
中
ニ
用
ニ
立
ツ

モ
ノ
共モ

ソ
、
武フ

具ク

カ
ソ
ロ
ヘ
ハ
コ
チ
ノ
ウ
チ
カ

ツ
ヨ
ウ
ナ
ル
ソ
、
講
義
ニ
ハ
ク
ハ
シ
ク
セ
ヌ
ホ
ト
ニ

ヨ
ミ
ニ
ク
イ
ソ
、
上
古コ

器
チ
ヤ
程
ニ
シ
レ
ヌ
テ
ヲ
カ
レ
タ
ソ

 【
慶
應
義
塾
図
書
館
本
『
六
韜
私
抄
』】

△�

虎
韜　

虎
ハ
山
野
ヲ
為
レ

家
、
山
ニ
雄
ナ
者
ソ
、
虎
ハ

得
テ

風
力
ヲ一

、
長
其
威
猛
、
コ
ト
ク
ニ
、
王
ハ
忠
臣
ヲ
得
テ
、
道
ヲ
成
就

シ
テ
イ
ク
モ
ノ
ソ

△�

軍
用　

三
軍
ノ
器
用
共
ヲ
云
タ
ソ
、
軍
中
ニ
用
ニ
立
モ
ノ
共
ソ
、
武
具
カ
ソ
ロ
ヘ
ハ
、
コ
チ
ノ
ウ
チ
カ
ツ
ヨ
ウ
ナ
ル
ソ
、
講

義
ニ
ハ
委
ク

セ
ヌ
程
ニ
、
ヨ
ミ
ニ
ク
イ
ソ
、
上
古
ノ
器
チ
ヤ
ホ
ト
ニ
知
ヌ
テ
ヲ
カ
レ
イ
ソ

　

注
の
本
文
は
ま
だ
続
く
が
、
掲
出
し
た
両
抄
の
本
文
を
見
比
べ
れ
ば
、
そ
の
同
文
性
の
高
さ
は
一
見
し
て
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
そ

し
て
、
こ
う
し
た
同
文
性
は
慶
應
義
塾
図
書
館
本
『
六
韜
私
抄
』
の
現
存
す
る
巻
三
よ
り
巻
六
ま
で
、
全
篇
に
渡
っ
て
確
認
さ
れ

る
。
書
陵
部
本
『
六
韜
諺
解
』
仮
名
抄
と
慶
應
義
塾
図
書
館
本
『
六
韜
私
抄
』
は
、
と
も
に
清
原
宣
賢
の
講
述
の
聞
書
な
の
で
あ

る
。

　

た
だ
し
、
前
掲
の
引
用
か
ら
も
確
認
さ
れ
る
よ
う
に
、
両
者
が
ま
っ
た
く
同
じ
か
と
い
う
と
、
そ
う
で
は
な
い
。
用
字
の
相
違
が
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し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
ほ
か
、
総
体
と
し
て
、
慶
應
義
塾
図
書
館
本
『
六
韜
私
抄
』
よ
り
書
陵
部
本
『
六
韜
諺
解
』
仮
名
抄
の
方
が
本

文
を
省
略
し
て
記
述
す
る
傾
向
が
あ
る
。
特
に
長
文
の
漢
文
に
つ
い
て
は
、
慶
應
義
塾
図
書
館
本
『
六
韜
私
抄
』
が
引
用
す
る
文
章

を
、
書
陵
部
本
『
六
韜
諺
解
』
が
省
略
す
る
こ
と
が
多
い
。
さ
ら
に
そ
う
し
た
傾
向
と
同
様
の
方
向
性
だ
と
考
え
ら
れ
る
が
、
漢
文

を
引
く
場
合
、
書
陵
部
本
『
六
韜
諺
解
』
仮
名
抄
の
方
が
よ
り
詳
細
に
返
り
点
や
音
訓
送
り
仮
名
を
付
す
傾
向
が
あ
る
。
如
上
の
点

を
窺
う
た
め
に
、
巻
三
龍
韜
の
冒
頭
の
「
龍
韜
」
の
語
の
注
を
確
認
し
た
い
。

 【
書
陵
部
本
『
六
韜
諺
解
』
仮
名
抄
】

△�

龍
韜　

ト
云
ハ
、
不
レ

守
ラ二

一
術
ジ
ユ
ツ

一、 

如
クレ

竜
ノ

随
テレ

時
ニ

変ヘ
ン

化ク
ワ
シ
テ

以
テ

出
タ
ス

レ

頭
ヲ

、
王
者
ハ

飛
竜
九
五
之
位
也
、
武
謀
ハ

用
ル二

変
化
ヲ一

也
、

或
ハ

云
ク

随
テレ

時
ニ

変ヘ
ン

化ク
ワ
シ
テ

以
テ

為
ス二

綱カ
ウ

紀キ
ト一

、
故
ニ

曰
竜
韜
ハ

、
竜
ノ

変
化
ノ

之
謂
也
、
又
云
竜
ハ
水
ニ

雄ユ
ウ
ニ、

虎
ハ
山
ニ

祭サ
イ

也
、

 【
慶
應
義
塾
図
書
館
本
『
六
韜
私
抄
』】

△�

龍
韜
、
竜
韜
ト
云
ハ
、
不
守
一
術
、
如
竜
随
時
変
化
、
以
出
頭
、
王
者
飛
竜
九
五
之
位
也
、
武
謀
モ
用
二

変
化
一

也
、
竜
鱗
虫

三
百
六
十
、
而
竜
為
之
長
礼　

有
鱗
曰
蛟
ー
、
有
翼
曰
應
竜
、
有
角
曰
虬
ー
、
無
角
曰
螭
ー
、
未
升
天
曰
蟠
ー
広
雅　

龍
鱗

虫
之
長
、
能
小
能
大
、
能
長
能
短
、
能
幽
能
明
、
春
分
而
登
山
、
秋
分
而
入
川
説
文　

飛
龍
在
天
、
或
躍
在
淵
、
史
記
孔
子

問
礼
於
老
子
、
去
謂
弟
子
曰
鳥
吾
知
其
能
飛
、
魚
吾
知
其
能
游
、
獣
吾
知
其
能
走
、
々
者
可
以
為
網
游
者
、
可
以
為
編
飛
者

可
以
為
繒
至
於
竜
吾
不
能
其
乗
風
而
上
天
吾
今
見
老
子
其
猶
竜
耶
、
或
云
随
時
変
化
以
為
綱
紀
、
故
曰
二

龍
韜
一、
竜
ハ

変
化
之

謂
也
、
又
云
竜
ハ
水
ニ

雄
ニ

虎
ハ
山
ニ

祭
也

こ
の
場
合
、
書
陵
部
本
『
六
韜
諺
解
』
仮
名
抄
は
、
慶
應
義
塾
図
書
館
本
『
六
韜
私
抄
』
の
二
箇
所
の
傍
線
部
分
の
み
を
記
し
、
そ

の
二
箇
所
に
挟
ま
れ
た
漢
籍
（
礼
記
・
広
雅
・
説
文
・
史
記
）
か
ら
の
引
用
部
分
は
記
さ
な
（
（（
（
い
。
そ
の
一
方
、
慶
應
義
塾
図
書
館
本
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九

『
六
韜
私
抄
』
は
訓
点
を
ほ
と
ん
ど
記
さ
ず
、
白
文
の
み
の
記
載
と
な
っ
て
い
る
の
に
対
し
、
書
陵
部
本
『
六
韜
諺
解
』
仮
名
抄
は

返
り
点
や
仮
名
点
を
丁
寧
に
記
し
、
ど
の
よ
う
に
訓
読
す
べ
き
か
を
提
示
し
て
い
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
慶
應
義
塾
図
書
館
本
『
六
韜
私
抄
』
と
書
陵
部
本
『
六
韜
諺
解
』
仮
名
抄
と
の
間
で
は
、
前
者
に
あ
る
記
事
が

後
者
に
な
い
場
合
が
ほ
と
ん
ど
だ
が
、
逆
の
場
合
、
す
な
わ
ち
書
陵
部
本
『
六
韜
諺
解
』
仮
名
抄
に
あ
る
記
事
が
慶
應
義
塾
図
書
館

本
『
六
韜
私
抄
』
で
は
省
略
さ
れ
て
い
る
場
合
が
僅
か
な
が
ら
存
在
す
る
。

　

例
え
ば
、
巻
四
虎
韜
「
軍
用
」
の
、
軍
に
あ
る
べ
き
用
具
に
つ
い
て
「
委
環
鉄
杙
、
長
三
尺
以
上
三
百
枚
。
椓
杙
大
槌
重
三
斤
、

柄
長
二
尺
以
上
百
二
十
具
（
委
環
の
鉄
の
杙く
ひ

、
長
さ
三
尺
以
上
な
る
三
百
枚
。
杙
を
椓う

つ
大
槌
重
さ
三
斤
、
柄
の
長
さ
二
尺
以
上
な

る
百
二
十
具
）」
と
あ
る
う
ち
の
「
椓
杙
」
の
語
に
つ
い
て
、
書
陵
部
本
『
六
韜
諺
解
』
仮
名
抄
に
は
「
椓ウ
ツ

レ

杙
ー
椓
竹チ
ク

角カ
ク
ノ

切
撃

也
、
木
ハ
ワ
ル
イ
ソ
」
を
記
す
が
、
慶
應
義
塾
図
書
館
本
『
六
韜
私
抄
』
に
は
こ
の
注
が
見
え
な
い
。

　

従
っ
て
、
慶
應
義
塾
図
書
館
本
『
六
韜
私
抄
』
の
本
文
と
書
陵
部
本
『
六
韜
諺
解
』
仮
名
抄
の
本
文
と
は
、
ど
ち
ら
か
が
ど
ち
ら

か
を
元
と
す
る
と
い
っ
た
単
純
な
、
あ
る
い
は
直
線
的
な
関
係
で
は
な
く
（
一
見
す
る
と
記
事
の
少
な
い
書
陵
部
本
『
六
韜
諺
解
』

仮
名
抄
が
、
記
事
の
多
い
慶
應
義
塾
図
書
館
本
『
六
韜
私
抄
』
を
節
略
し
て
成
っ
た
と
考
え
て
も
良
さ
そ
う
だ
が
必
ず
し
も
そ
う
で

は
な
く
）、
元
に
な
っ
た
聞
書
か
ら
ど
こ
か
で
枝
分
か
れ
し
た
本
文
を
そ
れ
ぞ
れ
伝
え
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
両
者
の
極
め
て
緊

密
な
関
係
性
と
書
陵
部
本
『
六
韜
諺
解
』
仮
名
抄
の
訓
点
の
詳
密
さ
を
考
慮
す
れ
ば
、
む
し
ろ
両
者
に
直
線
的
な
関
係
を
想
定
し
な

い
方
が
良
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
慶
應
義
塾
図
書
館
本
『
六
韜
私
抄
』
の
識
語
（
Ｂ
）
に
「
塩
瀬
入
道
宗
二
を
し
て
家
伝
の
秘
抄
を

写
さ
し
む
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
し
て
、
宣
賢
講
述
の
聞
書
は
既
に
そ
れ
な
り
に
整
備
さ
れ
た
本
文
が
存
在
し
て
お
り
、
そ
れ
が
書
写

さ
れ
学
ば
れ
て
い
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
ま
た
、
慶
應
義
塾
図
書
館
本
『
六
韜
私
抄
』
と
書
陵
部
本
『
六
韜
諺
解
』
仮
名
抄
と
で



一
〇
〇

は
、
後
者
の
方
が
よ
り
初
学
者
向
け
に
作
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
窺
わ
れ
、
学
習
者
の
レ
ベ
ル
に
応
じ
た
本
文
の
作
成
（
聞
書
の
整

備
）
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
も
推
測
で
き
る
。

お
わ
り
に

　

本
稿
で
は
、
書
陵
部
本
『
六
韜
諺
解
』
の
仮
名
抄
が
林
羅
山
の
手
に
成
る
も
の
で
は
な
く
、
慶
應
義
塾
図
書
館
本
『
六
韜
私
抄
』

に
同
じ
、
清
原
宣
賢
の
講
述
を
筆
記
し
た
聞
書
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
本
聞
書
は
、
従
来
、
巻
一
、
巻
二
を
闕
く
慶
應
義
塾
図

書
館
本
『
六
韜
私
抄
』
し
か
知
ら
れ
て
お
ら
ず
、
省
略
が
あ
る
と
は
い
う
も
の
の
、
全
巻
の
揃
っ
た
伝
本
の
存
在
は
貴
重
だ
と
い
え

よ
う
。
手
控
え
と
聞
書
と
の
関
わ
り
な
ど
も
含
め
、
今
後
、
よ
り
総
体
的
、
継
続
的
に
日
本
に
お
け
る
兵
書
の
受
容
に
つ
い
て
検
討

し
て
い
き
た
い
。

〔
注
〕

（
１
）
柳
田
征
司
「
抄
物
目
録
稿
（
原
典
漢
籍
経
史
子
類
の
部
）」（『
訓
点
語
と
訓
点
資
料
』
第
七
〇
号
、
一
九
八
三
年
八
月
）。
一
方
、
本

稿
で
取
り
上
げ
る
慶
應
義
塾
図
書
館
蔵
『
六
韜
私
抄
』
は
、
猪
熊
信
男
氏
旧
蔵
で
、
二
〇
〇
二
年
十
二
月
に
現
在
の
所
蔵
機
関
に
帰
し

た
と
い
う
。
柳
田
氏
の
「
目
録
稿
」
の
「
六
韜
」
項
に
は
、
恩
頼
堂
文
庫
蔵
「
清
原
宣
賢
講
林
宗
二
聞
書
六
韜
抄
」
と
し
て
著
録
さ
れ

る
。
た
だ
し
、
柳
田
氏
の
こ
の
著
録
は
川
瀬
一
馬
「
饅
頭
屋
林
宗
二
に
就
い
て
」（『
ビ
ブ
リ
ア
』
第
一
号
、
一
九
四
九
年
一
月
）
等
に

引
か
れ
た
本
書
の
識
語
に
よ
る
も
の
で
、
柳
田
氏
は
本
書
を
実
見
し
て
い
な
い
ら
し
く
、
恐
ら
く
は
そ
の
た
め
に
「
目
録
稿
」
の
時
点
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〇
一

で
は
本
書
と
書
陵
部
本
『
六
韜
諺
解
』
と
の
関
係
が
判
明
し
て
い
な
い
。

（
２
）
前
掲
注
（
１
）
の
「
目
録
稿
」
に
は
、
今
一
つ
「
清
原
宣
賢
抄
六
韜
秘
抄
」（
清
家
文
庫
本
『
六
韜
秘
抄
』
と
同
系
統
）
の
伝
本
と
し

て
無
窮
会
平
沼
文
庫
所
蔵
の
『
六
韜
諺
解
』
六
巻
〔
室
町
末
江
戸
初
期
〕
写
本
を
著
録
し
、「
宣
賢
抄
を
簡
略
に
し
た
本
文
を
も
つ
」
と

説
明
を
付
す
。

（
３
）
晁
公
武
『
郡
斎
読
書
志
』
お
よ
び
陳
振
孫
『
直
斎
書
録
解
題
』
な
ど
に
よ
る
。

（
４
）
た
だ
し
『
七
書
講
義
』
は
唐
土
で
は
早
く
に
散
佚
し
、
日
本
で
の
み
長
く
読
ま
れ
た
、
い
わ
ゆ
る
佚
存
書
で
あ
る
。

（
５
）
以
上
、『
羅
山
林
先
生
文
集
』
巻
五
十
五
所
収
の
「
孫
子
諺
解
跋
」「
三
略
諺
解
跋
」「
呉
子
司
馬
法
尉
繚
子
六
韜
太
宗
問
対
諺
解
跋
」

に
よ
る
。
羅
山
の
「
孫
子
諺
解
跋
」
に
は
「
因
施
氏
之
講
義
、
作
倭
字
之
諺
訓
（
施
氏
が
講
義
に
因
り
、
倭
字
の
諺
訓
を
作
る
）」
と
あ

り
、（
恐
ら
く
は
『
直
解
』
と
と
も
に
）『
講
義
』
を
用
い
て
『
孫
子
諺
解
』
を
撰
述
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
な
お
、
内
閣
文
庫
に
は

元
和
五
年
（
一
六
一
九
）
の
羅
山
識
語
を
持
つ
古
活
字
版
『
施
氏
七
書
講
義
』
が
所
蔵
さ
れ
る
。

（
６
）
国
立
公
文
書
館
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
で
画
像
を
閲
覧
で
き
る
。

（
７
）
柳
田
征
司
氏
は
羅
山
の
注
釈
書
に
つ
い
て
「
原
典
か
ら
の
自
立
性
が
強
」
く
、「
は
じ
め
に
原
典
句
を
掲
出
す
る
の
が
普
通
で
あ
っ

て
、
原
典
を
不
要
と
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
が
、
注
釈
の
文
章
は
一
般
に
そ
れ
自
体
で
自
立
完
結
し
て
い
て
、
そ
れ
だ
け
で

読
め
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
」
と
指
摘
す
る
（「
林
羅
山
の
仮
名
交
り
注
釈
書
に
つ
い
て
―
抄
物
と
の
関
連
か
ら
―
」『
室
町
時
代
語
資

料
と
し
て
の
抄
物
の
研
究
下
冊
』
武
蔵
野
書
院
、
一
九
九
八
年
、
初
出
は
一
九
八
六
年
三
月
）。
内
閣
文
庫
に
は
、「
七
書
」
の
諺
解
が

そ
れ
ぞ
れ
二
部
ず
つ
所
蔵
さ
れ
る
。
こ
の
う
ち
の
一
部
は
、
い
ず
れ
も
「
林
氏
藏
書
」「
江
雲
渭
樹
」
の
蔵
書
印
を
持
つ
近
世
初
期
の
写

本
で
、
羅
山
旧
蔵
書
で
あ
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
が
、
冊
ご
と
に
書
写
者
が
異
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
ら
が
僚
本
の
関
係
に
あ
る
か
否
か

は
不
明
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
本
稿
で
言
及
し
た
『
三
略
諺
解
』（
一
八
九
・
三
一
九
）
お
よ
び
『
孫
子
諺
解
』（
一
九
一
・
二
八
一
）



一
〇
二

の
羅
山
跋
に
は
い
ず
れ
も
「
道
春
」
と
い
う
印
文
の
円
形
墨
印
が
捺
さ
れ
る
。
ま
た
、『
司
馬
法
諺
解
』（
一
八
九
・
三
一
五
）、『
尉
繚

子
諺
解
』（
一
八
九
・
三
一
七
）、『
李
衛
公
問
対
諺
解
』（
一
八
九
・
三
〇
七
）、
そ
し
て
本
稿
で
取
り
上
げ
た
『
六
韜
諺
解
』

（
一
八
九
・
三
〇
八
）
は
、
類
似
し
た
藍
色
艶
出
表
紙
を
備
え
、『
司
馬
法
諺
解
』
と
『
尉
繚
子
諺
解
』
第
二
冊
が
同
筆
、『
尉
繚
子
諺

解
』
第
一
冊
と
『
李
衛
公
問
対
諺
解
』
第
三
冊
が
同
筆
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
同
時
期
に
書
写
さ
れ
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。

（
８
）
書
誌
を
節
略
し
て
記
す
。
後
補
茶
色
表
紙
（
二
八
・
四
×
一
九
・
五
㎝
）
左
肩
に
題
簽
を
貼
付
し
「
六
韜
諺
解
」
と
墨
書
。
全
張
裏

打
修
補
。
首
題
「
六
韜
巻
第
幾
」。
毎
巻
尾
題
の
後
隔
行
し
て
次
巻
。
上
下
冊
と
も
朱
筆
に
て
標
鉤
句
点
合
点
竪
点
を
付
し
、
上
冊
の
み

墨
筆
に
て
返
点
送
仮
名
連
符
を
付
す
。
上
冊
（
巻
一
至
三
）
下
冊
（
巻
四
至
六
）。
単
辺
二
層
（
上
一
四
・
一
、
下
一
一
・
八
×

一
五
・
八
㎝
）、
毎
半
葉
七
行
行
八
字
。
上
層
ゾ
式
仮
名
注
（
毎
半
葉
小
字
一
二
乃
至
一
三
行
、
行
字
数
不
定
、
朱
筆
に
て
標
鉤
標
圏
点

句
点
合
点
竪
点
、
墨
筆
に
て
返
点
音
訓
送
仮
名
を
付
す
）。
一
筆
。
尾
題
「
六
韜
巻
第
幾
」
等
。
各
冊
首
に
「
祕
閣
／
圖
書
／
之
章
」
の

方
形
陽
刻
朱
印
あ
り
。
な
お
、
書
陵
部
画
像
公
開
シ
ス
テ
ム
よ
り
国
書
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
画
像
を
閲
覧
で
き
る
。

（
９
）『
元
治
増
補
御
書
籍
目
録
』
国
書
部
下
・
附
録
に
「
六
韜
諺
解　

六
巻　

二
冊
」
を
著
録
す
る
が
、
撰
者
に
つ
い
て
は
記
載
が
な
い
。

な
お
、
住
吉
朋
彦
「『
元
治
増
補
御
書
籍
目
録
』
翻
印
と
解
題
（
上
）」（『
斯
道
文
庫
論
集
』
第
五
十
六
輯
、
二
〇
二
二
年
二
月
）
を
参

照
し
た
。

（
10
）
書
陵
部
本
『
六
韜
諺
解
』
の
仮
名
注
の
翻
字
に
当
た
っ
て
は
、
朱
筆
の
句
点
を
通
行
の
読
点
に
改
め
、
標
点
と
判
断
さ
れ
る
も
の
は

「
・
」
で
示
し
た
。
朱
筆
の
標
鉤
お
よ
び
合
点
に
つ
い
て
は
「
△
」「
〽
」
で
示
し
た
。
漢
字
に
つ
い
て
は
概
ね
通
行
の
漢
字
に
直
し
た

が
、「
龍
」
と
「
竜
」
な
ど
、
形
の
大
き
く
異
な
る
も
の
に
つ
い
て
は
写
本
の
用
字
に
従
っ
た
。
文
字
の
大
小
は
極
力
写
本
に
従
い
、
改

行
に
つ
い
て
も
写
本
に
従
っ
た
。
朱
筆
の
竪
点
お
よ
び
連
符
は
省
略
し
た
。
ま
た
、
後
掲
の
慶
應
義
塾
図
書
館
本
『
六
韜
私
抄
』
の
翻

字
に
つ
い
て
も
如
上
に
従
う
。
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〇
三

（
11
）
全
張
に
わ
た
っ
て
裏
打
ち
が
施
さ
れ
て
お
り
、
書
写
年
代
の
判
定
が
難
し
い
。
前
掲
注
（
１
）
の
「
目
録
稿
」
に
は
「
松
ケ
岡
文
庫

蔵
『
諸
抄
抜
萃
』
に
「
天
文
又
は
其
れ
以
前
の
写
本
な
る
も
僧
家
の
抄
に
は
あ
ら
ず
」
と
見
え
る
」
と
記
す
。

（
12
）
書
誌
を
節
略
し
て
記
す
。
渋
引
表
紙
（
二
七
・
〇
×
二
〇
・
五
㎝
）
原
題
簽
破
損
し
「
韜
」
の
残
画
が
僅
か
に
見
え
る
。
巻
一
・
二

闕
。
巻
三
首
題
「
六
韜
巻
第
三
」。
原
典
の
本
文
な
く
仮
名
注
の
み
、
朱
筆
に
て
標
鉤
句
点
合
点
竪
点
を
付
す
。
合
一
冊
、
元
第
二
冊

（
巻
三
）
元
第
三
冊
（
巻
四
至
六
）。
無
辺
無
界
（
二
一
・
六
×
一
六
・
五
㎝
）、
毎
半
葉
一
〇
行
、
行
字
数
不
定
。
巻
六
尾
題
「
六
韜
私

抄
巻
第
六
〈
終
〉」。
巻
三
尾
に
本
文
と
別
筆
の
識
語
二
種
（
互
い
に
別
筆
）
あ
り
①
「
此
累
葉
相
傳
秘
抄
也
勿
外
見
可
矣
／（
低
２
格
）

永
己
孟
夏
初
八
（
隔
２
格
）
宮
内
卿
清
原
朝
臣
（
花
押
）（
方
形
陽
刻
朱
印
「
枝
／
賢
」）」
②
「
右
抄
者
南
都
塩
瀬
宗
二
相
傳
之
／
環
翠

軒
之
抄
云
々
／
永
禄
九
年
十
一
月
廿
五
日
／
従
四
位
下
行
河
内
守
橘
正
虎
（
方
形
陽
刻
朱
印
「
正
／
虎
」）」、
巻
六
尾
に
識
語
二
種
あ
り

（
前
出
巻
三
尾
の
識
語
と
そ
れ
ぞ
れ
同
筆
）
①
「
吾
祖
環
翠
翁
依
為
弟
子
随
一
塩
瀬
入
道
／
宗
二
令
寫
家
傳
秘
抄
了
正
虎
於
予
此
書
／
外

誦
讀
年
既
久
因
茲
為
後
證
加
判
形
者
／
也
勿
令
他
見
而
已
／（
低
１
格
）
永
禄
十
又
二
己
巳
孟
夏
初
八
／（
低
八
格
）
宮
内
卿
清
原
朝
臣

（
花
押
）（
方
形
陽
刻
朱
印
「
枝
／
賢
」）
②
「
右
抄
者
南
都
塩
瀬
宗
二
相
傳
之
／
環
翠
軒
之
抄
云
々
／
永
禄
九
年
十
一
月
廿
五
日
／（
低

６
格
）
従
四
位
下
行
河
内
守
橘
正
虎
（
方
形
陽
刻
朱
印
「
正
／
虎
」）」、
巻
三
首
お
よ
び
巻
四
首
に
「
伏
原
」
の
方
形
陰
刻
朱
印
あ
り
。

慶
應
義
塾
図
書
館
三
田
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
画
像
を
閲
覧
で
き
る
。

（
13
）
佐
藤
道
生
「
清
原
家
の
学
問
体
系
と
蔵
書
」（『
書
物
学
』
第
十
三
巻
、
二
〇
一
八
年
八
月
）。

（
14
）
阿
部
隆
一
「
三
略
源
流
考
附
三
略
校
勘
記
・
擬
定
黄
石
公
記
佚
文
集
」（『
斯
道
文
庫
論
集
』
第
八
号
、
一
九
六
九
年
）。

（
15
）
京
都
大
学
附
属
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
で
画
像
を
閲
覧
で
き
る
。

（
16
）
寛
永
元
年
刊
行
の
古
活
字
版
『
六
韜
秘
抄
』
六
巻
二
冊
は
、
斯
道
文
庫
に
所
蔵
が
あ
る
。
以
下
の
刊
記
を
有
す
る
。「
于
時
寛
永
元

〈
甲
／
子
〉
年
初
冬
吉
辰
（
隔
格
）
玄
佐
〈
開
／
板
〉」



一
〇
四

（
17
）
慶
應
義
塾
図
書
館
本
『
六
韜
私
抄
』
の
当
該
箇
所
の
漢
籍
か
ら
の
引
用
は
、
文
献
の
順
序
も
そ
の
ま
ま
『
古
今
事
文
類
聚
』
後
集
巻

三
十
三
「
鱗
蟲
部
」
龍
に
見
え
る
。

　

 〔
附
記
１�

〕
ご
所
蔵
の
資
料
の
画
像
掲
載
を
許
可
い
た
だ
い
た
宮
内
庁
書
陵
部
、
慶
應
義
塾
図
書
館
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

 〔
附
記
２�
〕
本
論
文
は
成
城
大
学
特
別
研
究
助
成
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。






